
① 2014/3/21 大阪市内版。事件関係者の名前は

今回の内容と関係しないので、削ってあります。 

（左から） 

②06/5/10 

 栃木版 

 

③05/11/20 

 札幌版 

 

④04/4/20 

 大阪夕刊 

（左から）⑤76/10/30 東京夕刊 ⑥87/5/29 東京

夕刊 ⑦89/6/28 東京夕刊 ⑧91/5/18（右上）大

阪夕刊 ⑨ （右下）92/3/23 大阪夕刊 

⑩ 94/６/２ 大阪朝刊社会面 

■ グリコ・森永事件でも 

 80年代に発生したグリコ・森永事件でも、男女２人が襲われた

「アベック襲撃事件」がありました＝右図⑩。３年前に NHKが

放送した特集「未解決事件」は、「アベック」を「カップル」と

言い換えていました。事件名は「アベック」だと思うのですが、

時代考証より分かりやすさを優先したようです。 

消えた「アベック」 死語の見出し 
■新編集講座 ウェブ版 第４号 2014/５/1５ 
毎日新聞大阪本社 代表室長（元編集制作センター室長） 三宅 直人 

 

消えた「アベック」と言っても、推理小説ではありません。見出しの話です。私の世代（昭和 30 年代生まれ）では、

男女が２人でいれば、「アベック」と呼ぶのが普通です。だから男女２人が関係する記事には、必ず「アベック」と

いう見出しがつきました。でも、最近は「カップル」という見出しが大勢のようで、「アベック」は死語に近い感じが

します。「アベック」という見出しはいつごろまで使われ、いつから「カップル」に変わっていったのでしょうか。 

 

■ ８年ぶりに登場 

今年３月、大阪市内版に「アベックで窃盗」という見出しが

登場しました＝右図①。比喩的な意味でなく、文字通り男女の意

味で「アベック」を見出しにしたのは、ずいぶん久しぶりです。 

社内データベースで毎日新聞の過去紙面を調べたところ、最

近では 2006年の栃木版が最後。8年ぶりのお目見えです。ちな

みに 06年以前も、05年、04年に各 1件だけでした＝右図②～④。 

大阪市内版の記事は、本文に「アベック」とあり、編集者は

素直に見出しをつけたようです。記事を書いたのは若手記者な

ので、警察資料に「アベック」と書いてあったのを引用したの

かもしれません。いずれにしても、かなり珍しい例です。 

 

■ 以前は紙面のあちこちで 

以前は違いました。「アベック歌合戦」という人気テレビ番組

があったように、男女が２人でいれば「アベック」と呼んだの

です。会話でもそう言うし、見出しもそうつけました。 

右に1970年代から90年代初めにかけての記事を集めました。

見出しは普通に「アベック」を使っています。（誘拐事件に絡ん

で）不審な動きをしたり、強盗をしたりと「怪しい２人」の場

合も、蒸発（拉致被害？）や殺人の被害者など「気の毒な男女」

の場合も、あるいは赤の広場に不時着するような場合（※）も、

男女２人組の見出しは「アベック」でした＝右図⑤～⑨。 

※ 見出しの「西独（現ドイツ）」「ソ連（現ロシア）」に時代を感じます。 

 

 

 

 

 

 



（左から）⑬14/2/2播磨姫路版 ⑭13/6/11奈良版 

      ⑮13/3/24 大阪朝刊運動面 

■ フランス語 
「アベック」の語

源は、フランス語の

前置詞 avec です。

英語の with に相当

し、「～とともに」

という意味です。 

日本では昭和初

期から「男女二人連

れ」という名詞とし

て使われるように

なったそうです。 

（左）⑪73/9/10 

東京朝刊運動面 

（右）⑫83/8/14 

東京朝刊１面 

（左から） 

⑯14/5/1 鹿児島版 

⑰14/3/27 高知版 

⑱（上）14/4/19 千葉版 

⑲（下）14/1/16 大阪朝刊運動面 

（左）㉒81/6/10 東京夕刊１面 

（上）㉓84/6/15 東京夕刊１面 

（右）㉔89/10/4 東京夕刊社会面 

（下）㉕92/10/27 大阪朝刊社会面 

㉖ 94/9/10 

大阪朝刊社会面 

（左から） 

⑳09/10/05 朝

刊（全国共通面） 

㉑11/8/6 大阪

夕刊社会面 

×××市の市名

は①と同じ理由

で削りました。 

■ スポーツや台風でも「アベック」 

「男女２人」という意味で使われる「アベック」＝右欄

参照。そこから転じて「二つのものが一緒に」という意味

で、比喩的に使われるようになりました。「アベック100号」

という見出しは、同じ試合で ONがともにホームランを打

ったという意味、「アベック台風」は 5 号と 6 号が一緒に

日本に接近したという意味です＝右図⑪⑫。ただし「ON」

が王と長嶋、「大洋」は今のDeNAという注が必要ですね。 

比喩的な意味での「アベック」は、今も見出しに使われ

ています。同じ競技で同一校（企業）の男女各チームが優

勝するケース＝右図⑬⑭＝が多いですが、男２人のコンビに

使われる例＝右図⑮の阪神・マートンとコンラッド＝もあります。 

 

■ 現在は「カップル」花盛り 

「男女２人」という意味での「アベック」という見出し

は、今は見かけません。代わりに「カップル」が全盛です。 

右欄に最近の紙面からいくつか選んでみました。鹿児島

でも、高知・四万十川でも、千葉のバスケットコートでも、

列島各地で幸せそうな「カップル」見出しが花盛り。甲子

園球場ではハートマークも登場しました＝右図⑯～⑲。 

なぜ「アベック」より「カップル」なのか。本社記者の

コラムに「アベックじゃ、いやらしい」という証言が出て

いました＝右図⑳。でも「カップル喫茶」＝右図㉑＝だって

十分「あやしい感じ」はするし、「アベック＝いやらしい、

カップル＝清純」とは言い切れないと思うのですが……。 

 

■ 90 年代は混在の時代 

社内データベースによると、「カップル」という見出し

の初出は 1981 年で、84 年に１例、89 年に３例でした＝

右図㉒～㉔。その後も１年１桁なのが、92 年に 17 例と急

増します。この年は貴花田関（後の横綱貴乃花）と宮沢り

えさんの「アイドルカップル」も誕生＝右図㉕＝しており、

このころから「カップル」見出しが広がったのでしょう。 

94 年に興味深い記事を見つけました。「ハナキン」、つ

まり「花の金曜日」の夜、関西空港の展望台がデートでに

ぎわっているという話ですが、写真説明が「カップル」、

記事が「アベック」と、表記が異なっているのです＝右図

㉖。記者とカメラマンの年齢や語感が違っていたのかもし

れません。過渡期の言葉感覚を示す貴重な資料です。 

まあ「アベック」でも「カップル」でもいいけれど、若

い人っていいなあと、しみじみ思う私ではありました。 


